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 令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
○全国平均を上回った種目 

握力、上体起こし、立ち幅跳び 

○全国平均を下回った種目 

長座体前屈、反復横とび、2 0ｍシャトルラン、50ｍ

走、ハンドボール投げ 

筋力、筋持久力といった要素は高い結果となった。一方

で、持久力や柔軟性、敏捷性といった身体を上手に扱う

能力について課題がみられる。 

 ○全国平均を上回った種目 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳

び、50ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ 

○全国平均を下回った種目 

20ｍシャトルラン 

20ｍシャトルランの平均値のみ全国平均と比較して大幅に下

回る結果となった。他の体力要素は高い結果となったことか

ら、学校の授業以外での日常的な持久的運動の機会が少ないと

考えられる。 

 
「運動が好き」、「やや好き」の回答割合は男子 92.9%、

女子 80.0 %、「保健体育の授業は楽しい」、「やや楽しい」

の回答割合は男子 96.4%、女子 88.5%である。(令和 7年度) 

「１週間の総運動時間数」において、男女ともに全

国平均を上回っている。 

・運動やスポーツについて肯定的に捉えている生徒が多く、

特に女子生徒についてはそれが結果に反映されていると考え

られる。一方で運動する場所や友人がいないが運動しない理

由として挙げられているため、三間の創出が課題になってく

る。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 
③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○中学校保健体育科教諭による小学校高学年の授業の実施 

○除雪ボランティアの推進 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・自ら課題探究的な学習に取り組

む授業の推進 

・１人１台端末を活用した学習活

動の充実 

・集団としての課題と個人として

の課題の明確化。その上で、補

うための運動に対して目的意識

をもって企画し、取り組む機会

の設置 

・体育実技の授業の際に毎時間、

準備運動で３分間走と筋力、持

久力トレーニングの実施。運動

量の確保を目的とした活動の継

続 

 

 

 

・各教科等の内容を関連付けた教科

横断的な健康教育の推進 

「学校保健計画」に沿った保健教育

の実施と養 

護教諭による啓発 

・外部講師の活用など家庭・地域と

の連携 

・外部講師による性・薬物乱用に関

する指導の実施（助産師、学校

医） 

 

 

・運動の機会の充実を図る環境整備の

推進 

・昼休みの体育館開放の積極的活用 

・体育的行事「スポーツ DAY」を実

施し運動に親しむ機会を創出する取

組 

・三間(仲間、時間、空間)の創出によ

り運動機会の充実を図る取組 

・学年レクリエーションでの体育的行

事企画の推進 

・雪国札幌を念頭に、運動を前提にし

た雪に親しむ活動（雪中レクリエー

ションなど） 

 

 

 



 


